
四
月
〜　

大
江
山
地
域
の
お
茶
の
間

　
　
　
　

 

（
大
江
山
荘
・
大
渕
荘
で
隔
月

に
開
催
）

六
月　
　

 

第
十
回
新
潟
市
議
会
・
議
会
報

告
会

七
月　
　

 

江
南
区
と
大
江
山
地
区
の
事
業

に
つ
い
て
勉
強
会

　
　
　
　

 

大
江
山
地
区
世
代
間
交
流
座
談
会

　
　
　
　

広
報
誌
二
十
四
号
の
発
行

八
月　
　

区
長
懇
談
会
の
開
催

　
　
　
　

親
子
で
つ
く
る
手
作
り
絵
本

九
月　
　

 

大
江
山
地
区
あ
い
さ
つ
運
動
の

実
施

　
　
　
　

 

江
南
区
安
心
安
全
な
地
域
づ
く

り
推
進
事
業

十
月　
　

 

秋
季
合
同
訓
練
（
自
主
防
災
会

　
　
　
　

・
江
南
方
面
隊
大
江
山
分
団
）

　
　
　
　

 

大
渕
荘
の
お
茶
の
間
（
健
康
で

長
生
き
ヘ
ル
シ
ー
講
座
）

　
　
　
　

広
報
誌
二
十
五
号
の
発
行

十
一
月　

 

大
江
山
文
化
と
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典

　
　
　
　

 

交
通
安
全
協
会
女
性
部
と
合
同

の
研
修
会
の
実
施

　
　
　
　

育
成
協
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
　
　
　

 

大
江
山
荘
の
お
茶
の
間
（
健
康

で
長
生
き
ヘ
ル
シ
ー
講
座
）

十
二
月　

広
報
誌
二
十
六
号
の
発
行

　
　
　
　

大
渕
荘
の
お
茶
の
間（
餅
つ
き)

一
月　
　

大
江
山
荘
の
お
茶
の
間（
〃
）

二
月　
　

広
報
誌
二
十
七
号
の
発
行

三
月　
　

す
ご
ぼ
り
桜
並
木
ク
リ
ー
ン
作
戦

　

六
月
三
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
た
新
潟

市
議
会
・
議
会
報
告
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
内
容
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

テ
ー
マ
「
新
潟
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
」
と
題
し
、
三
つ
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

「
医
療
と
介
護
に
つ
い
て
」
で
は
、

・ 

介
護
保
険
料
の
見
直
し
・
介
護
職
員
の

手
当
の
充
実
・
介
護
認
定
の
手
続
き
の

簡
素
化

・ 

自
治
会
、
地
域
で
の
要
支
援
者
へ
の
支

援
体
制
づ
く
り
・
一
人
暮
ら
し
の
老
人

に
対
す
る
支
援
体
制
づ
く
り
、
話
し
相

手
づ
く
り
・
地
域
の
お
茶
の
間
の
参
加

者
を
増
や
す
努
力
、
取
り
組
み
が
必
要

・
健
康
寿
命
延
伸
の
取
り
組
み
を
進
め
る

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

「
地
域
の
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
」
で
は
、

・ 

年
代
別
、
地
域
別
で
の
安
全
講
習
会
、

路
上
駐
輪
防
止
策
の
徹
底
、
自
転
車
の

ル
ー
ル
徹
底
、
警
察
に
よ
る
安
全
指
導

・ 

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
大
き
く
、
路
側
帯
の

カ
ラ
ー
塗
装
を
進
め
る

・
除
草
の
徹
底
・
防
犯
灯
の
設
置

「
公
共
交
通
に
つ
い
て
」
は

・ 

市
民
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
路
線
の
見
直
し
、

小
型
バ
ス
で
住
宅
街
で
の
乗
降
を

・
バ
ス
料
金
の
見
直
し

な
ど
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◉
主
な
活
動
◉

◉
今
後
の
予
定
◉

◉
新
潟
市
議
会
報
告
会
の
内
容
◉
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七
月
二
十
九
日
（
土
）
、
地
域
の
教
育
育
成
・
防

災
・
介
護
福
祉
な
ど
様
々
な
部
門
に
属
す
る
方
々
と
、

三
つ
の
議
題
に
沿
っ
て
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　

一
つ
目
の
議
題
は
災
害
時
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

消
防
団
や
介
護
施
設
の
方
々
も
い
ざ
と
い
う
時
に
備

え
て
い
る
こ
と
や
、
こ
れ
か
ら
学
校
や
地
域
住
民
に

も
協
力
を
お
願
い
し
た
い
こ
と
な
ど
の
意
見
が
で
ま

し
た
。

　

二
つ
目
は
、
地
域
の
交
通
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
。

社
協
が
中
心
に
な
っ
て
福
祉
タ
ク
シ
ー
を
運
営
し
て

は
ど
う
か
？
も
っ
と
地
域
の
中
を
通
る
バ
ス
ル
ー
ト

は
で
き
な
い
か
、
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て
な

ど
地
域
に
密
着
し
た
交
通
シ
ス
テ
ム
を
実
現
さ
せ
た

い
と
い
う
思
い
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
つ
目
、
地
域
内
を
活
性
化
し
て
い
く
た
め
に
。

最
近
は
地
域
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が

集
ま
る
場
所
（
小
さ
な
お
店
）
が
な
く
な
っ
た
。
子

ど
も
１
１
０
番
も
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
店
だ

け
で
な
く
、
民
家
も
協
力
し
て
子
ど
も
な
ど
が
逃
げ

込
め
る
場
所
を
作
っ
て
は
ど
う
か
（
不
審
者
だ
け
で

な
く
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
に
も
対
応
）
、
地
域
の
人

た
ち
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
お
茶
の
間
づ
く
り
、
住

民
同
士
の
支
え
あ
い
、
生
活
の
中
で
の
介
護
予
防
な

　

米
山
区
長
か
ら
は
、
地
域
活
動
補
助
金
や
、
未
来

ポ
イ
ン
ト
制
度
な
ど
を
積
極
的
に
活
用
し
、
古
紙
回

収
の
住
民
へ
の
ア
ピ
ー
ル
な
ど
の
提
案
が
あ
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
交
通
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
利

用
が
確
保
で
き
れ
ば
運
行
も
考
え
ら
れ
る
、
住
民
の

足
と
な
る
よ
う
な
路
線
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
と
い
っ
た
旨
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

ど
た
く
さ
ん
の
意
見
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
定
期
的
に
開
催
し
、
高
齢
化
社
会
の
話
ば

か
り
で
な
く
、
子
育
て
世
代
の
話
も
聞
い
て
い
き
た

い
、
ま
た
、
小
中
学
生
も
交
え
幅
広
い
年
代
か
ら
の

意
見
も
吸
い
上
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と

を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
、

　

八
月
八
日
（
火
）
、
当
協
議
会
と
江
南
区
長
と
の

懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
議
題
と
し
て
は
、
当

地
区
の
課

題
を
中
心

と
し
て
、

コ
ミ
協
の

自
主
財
源

の
確
保
に

つ
い
て
、

住
民
の
た

め
の
交
通

シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て

な
ど
が
あ

げ
ら
れ
ま

し
た
。

◉
大
江
山
地
区
世
代
間

 

交
流
座
談
会
◉

◉
区
長
懇
談
会
◉



　

九
月
四
日
か
ら
八
日
ま
で
の
五
日
間
を
「
大
江
山

あ
い
さ
つ
運
動
強
化
週
間
」
と
し
、
丸
山
小
学
校
・

大
淵
小
学
校
・
大
江
山
中
学
校
の
校
門
前
や
、
通
学

路
で
の
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
運
動
は
、
地
域
住
民
相
互
の
つ
な
が
り
や
、

絆
づ
く
り
を
育
み
、
地
域
全
体
を
明
る
く
、
安
心
安

全
は
地
域
と
な
る
よ
う
に
と
始
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
あ
い
さ
つ
週
間
だ
け
で
は
な
く
、

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
と
で
も
気
軽
に
挨
拶

が
交
わ
せ
る
地
域
と
な
る
よ
う
一
人
ひ
と
り
が
心
が

け
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

毎
月
、
大
江
山
荘
、
大
渕
荘
で
交
互
に
行
わ
れ
て
い
る

地
域
の
お
茶
の
間
。
か
ら
く
り
人
形
や
お
笑
い
ヨ
ガ
で
楽

し
み
ま
し
た
。

　

八
月
開
催
の
お
茶
の
間
に
は
小
学
生
も
招
待
し
、
お
年

寄
り
と
子
ど
も
た
ち
の
交
流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

◉
あ
い
さ
つ
運
動
◉

◉
地
域
の
お
茶
の
間
◉

大江山中学校前で生徒同士の爽やかなあいさつ



編  

集  

後  

記

編  

集  

後  

記

○ 

今
年
度
か
ら
、
年
間
四
回
の
広
報
誌
を
発
行
す
る

予
定
で
す
。

○ 

皆
さ
ん
か
ら
地
域
の
行
事
・
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
、

地
域
の
皆
さ
ん
に
紹
介
し
た
い
も
の
が
あ
れ
ば
事

務
局
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

　

八
月
二
十
五
日
、
茗
荷
谷
神
明
宮
の
秋
の
お
祭
り

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
日
中
は
子
ど
も
み
こ
し
を
み

ん
な
で
引
き
、
夜
は
金
魚
す
く
い
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、

ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
な
ど
で
大
勢
の
人
た
ち
が
楽
し
み
ま

し
た
。

　

八
月
五
日
（
土
）
、
教
育
文
化
部
主
催
で
地
域
の

子
ど
も
と
保
護
者
を
対
象
と
し
た
手
作
り
絵
本
講
習

会
が
丸
山
小
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

四
十
七
名
も
の
参
加
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
好
き
な

紙
を
選
ん
で
、
世
界
で
一
つ
だ
け
の
オ
ン
リ
ー
ワ
ン

の
絵
本
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。
中
身
は
自
由
。
夏
休

み
の
思
い
出
を
綴
る
子
も
い
ま
し
た
。

　

台
風
一
過

の
九
月
十
八

日
、
北
山
池

公
園
で
ア
サ

ザ
の
説
明
会

が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
国

指
定
の
絶
滅

危
惧
種
で
地

域
の
宝
と
言

わ
れ
て
い
ま

す
。

◉
ア
サ
ザ
説
明
会
◉

◉
地
域
の
行
事
紹
介
◉

◉
親
子
で
つ
く
る
手
作
り
絵
本
◉


